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概要

� ドイツの大学の国際化における重要課題

� 今後進むべき道

� 全ヨーロッパ的視野

� 現状の課題
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ドイツの大学の国際化に

おける重要課題
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グローバル化は高等教育に如何なる影響を与えるか？

¾ グローバル化の進行と高等教育の水準

¾ グローバル教育の国および国際間の供給者による提供

¾ オンライン教育への期待の増加と機会の拡大

¾ 世界レベルで移動する学生数の増加

¾ 国際的に訓練された高等教育卒業生の必要性

¾ 協力と連帯に対して、競争と卓越性への集約
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大学発展の中核的要素としての国際化：重要課題

国際化した教育と学習

� ドイツの高等教育卒業生の国際労働市場への

供給

� 優秀な学生を世界中から集めること

� 2方向移動方式と国際戦略的連合の確立

� 国内および海外において履修課程の質の保証

� 授与される学位の国際的認証の促進
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大学発展の中核的要素としての国際化：重要課題

研究および技術の国際的移動

� 優秀な科学者をドイツへ引き寄せる

� 次世代の科学者の間のネットワークの構築

� 特定領域の卓越した研究者の中核の形成

� 研究成果の活用のための技術的基盤と

戦略的同盟の確立

�分離独立の促進
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今後進むべき道





制度の強化：学士・修士レベル

� 履修課程の規格化

� 2階層性の学士・修士システムの導入

� 卒業者名簿の刊行

� 科学的に質の保証をする方法の導入
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制度の強化：博士号

� ボローニャ・プロセスの“第3周期目”としての博士号

� 高等教育と研究の境界としての博士号はＥＨＥＡとＥＲＡの発展に
中心的役割を果たす

� 博士課程教育の新しい方式（教員重視モデルから大学院への移行）

EHEA: European Higher Education Area 
ERA: European Research Area
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制度の強化：研究

� 研究機関からの基本研究費からプロジェクト研究費への移行：

� 1997-2001年で第三者機関からの研究費が28.5%増加した

� 第三者機関資金は大学の研究予算の36.5% (31億ユーロ) を占め、

2001年の大学の全予算の17.8%になった。

� 業績に基づいた研究費配分のモデルへ移行しつつある

� “卓越主導”型研究費
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透明性の促進と社会への展望

� ドイツの学術・研究に関する明確に構成された情報の提供

（例えばGATE Germanyを通じて）

� ドイツの学術プログラムの透明性の高い応用手順の導入

� ドイツ語能力試験（TestDaF）を通じてドイツの高等教育機関への

接近を促進

�外国からの学生や研究者へのガイダンスや監督の向上

�外国からの学生や研究者への法的規定の改善
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学生の流動性の促進

� 英語で講義する学位のためのプログラムの増加

� 合同学習とデュアル・ディグリー・プログラムの増加

� 2カ国にまたがる大学と海外向けプログラムの確立（“教育の輸出”）

� 認証手続きの促進（例えば、HRK 承認制度、リスボン認証会議）
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研究者の流動性の促進

� ヨーロッパや世界的視野で交流するドイツの大学院の数を増やす

� 二国間で共有するPhDプログラムの数を増加する（Cotutelle）

� 講師や研究者の流動性の支援（PhD、ポスドク、上級研究者）

� 戦略的パートナーや国際プロジェクトによる国際的視野での共同研究の支援
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ヨーロッパにおける展開





リスボン会議での目標

競争、グローバル化、知的原動力の経済への挑戦

リスボン目標：2010年までにヨーロッパを最も競争力があり、

動的知的基盤に支えられた経済にする

という戦略的目標

� ヨーロッパ流動性模範（ソクラテス計画、エラスムス計画）

� ヨーロッパ研究会議

� 第6回および第7回EU枠内プログラム

15

ドイツの大学の国際化





ボローニャ・プロセス

2010年までに“ヨーロッパ高等教育域（EHEA）”および

“ヨーロッパ研究域（ERA）”を形成することによりヨー

ロッパの高等教育の立場を強める

プロセスの主要目標について同意された

� 可動性

� 雇用され得る能力

� 比較可能性

� 競争力
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ドイツの大学は順調・・・





ドイツ高等教育機関の留学生数（1975-2004）
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数

年

ドイツの留学生数
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海外留学しているドイツ学生数 (1980-2002)

19

数

年

海 外 の ド イ ツ 人 学 生
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学生の流動性 (HIS, 流入学生数、2004年; 流出学生数、2002年)
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流入学生数と流出学生数：国際比較
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協力リンク

ドイツ高等教育機関とアジア・太平洋地域との間におよそ1,200の協力リンクが存在する

アジア・太平洋地域の大学のリンク数

オーストラリア 168 マレーシア 19

中国（香港を含む） 383 モンゴル 13

インド 73 ニュージランド 16

インドネシア 46 台湾 27

日本 272 タイ 52

韓国 83 ベトナム 39
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